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「
変
化
に 負

け
る
な
！
」 

校
長 

西
平 

耕
治 

        

３
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

南
高
で
様
々
な
経
験
を
積
み

な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
大
き
く

成
長
し
、
い
よ
い
よ
巣
立
ち
の

時
を
迎
え
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
、

嬉
し
か
っ
た
経
験
だ
け
で
な
く
、

辛
か
っ
た
、
苦
し
か
っ
た
こ
と

を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験
が
皆

さ
ん
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
南
高

を
卒
業
し
た
こ
と
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
、
人
生
の
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
４
月
か
ら
新
し
い
環

境
の
下
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
の

中
に
は
、
何
事
も
う
ま
く
い
か

ず
、
焦
り
や
不
安
を
感
じ
る
人

や
、「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た…

」
と
悲
観
的
な
気
持
ち
に

な
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
環
境
の
変
化
に
強
い
人
、

弱
い
人
、
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い

ま
す
が
、
環
境
の
変
化
に
「
弱

か
っ
た
」
私
自
身
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
少
し
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

関
東
の
大
学
に
進
学
し
た
の
で

す
が
、
入
学
し
た
て
の
頃
は
（
情

け
な
い
話
で
す
が
）
宿
舎
の
４

階
か
ら
夕
陽
を
眺
め
「
早
く
長

崎
に
帰
り
た
い…

」
と
嘆
く
毎

日
で
し
た
。
ま
た
、
大
学
卒
業

後
、
中
学
校
教
師
と
し
て
赴
任

し
た
当
初
は
、
教
師
の
多
忙
な

日
常
と
学
生
時
代
の
怠
惰
な
生

活
と
の
あ
ま
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

打
ち
の
め
さ
れ
、「
こ
の
生
活
が

定
年
ま
で
続
く
の
か…

」
と
学

校
帰
り
の
公
園
の
ベ
ン
チ
で
途

方
に
暮
れ
て
い
た
記
憶
が
今
で

も
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ
ま

す
。 

 

か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
、
悲

観
的
な
心
情
に
な
る
と
周
り
が

見
え
ず
、
「
自
分
だ
け
が
苦
し

い
」「
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
苦

し
い
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

実
は
周
り
の
人
も
「
不
安
」
や

「
苦
し
さ
」
を
抱
え
、
そ
れ
と

戦
っ
て
い
る
の
だ
と
後
に
な
っ

て
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
の
私
の
経
験
か
ら
も
、

「
不
安
」
や
「
苦
し
さ
」
の
ほ

と
ん
ど
は
時
間
が
解
決
し
て
く

れ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
は
「
三
日
、
三
月
、

三
年
（
み
っ
か
、
み
つ
き
、
さ

ん
ね
ん
）
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
「
三

日
我
慢
す
れ
ば
三
ヶ
月
は
耐
え

ら
れ
る
。
三
ヶ
月
耐
え
ら
れ
れ

ば
三
年
は
続
く
。
」
新
し
い
環
境

に
馴
染
め
な
い
時
は
、
最
初
か

ら
完
璧
を
目
指
さ
ず
、
周
囲
の

人
に
頼
り
な
が
ら
、
毎
日
を
淡

淡
と
過
ご
す
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
三
日
、
そ
し
て
最
初
の
一
ヶ

月
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
三
年
は
続
け
ら
れ

ま
す
。
結
局
、
私
は
大
学
に
は

６
年
在
学
し
、
卒
業
時
に
は
「
長

崎
に
は
戻
り
た
く
な
い…

」
と

泣
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
は
、

定
年
ま
で
そ
う
遠
く
な
い
年
齢

に
な
る
ま
で
教
師
の
仕
事
を
続

け
て
い
ま
す
。 

    

「
卒
業
に
寄
せ
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
窓
会
会
長 

 

谷
川 

哲 

   

    

 

暖
か
い
日
差
し
に
春
の
訪
れ

を
感
じ
る
三
月
、
皆
さ
ん
は
三

年
間
の
高
校
教
育
の
課
程
を
終

了
さ
れ
、
晴
れ
の
卒
業
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
御
卒
業
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
三
年
間
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
結
晶
と
し
て
卒
業
の

時
を
迎
え
ら
れ
た
訳
で
あ
り
ま

す
し
、
ま
た
、
今
日
ま
で
優
し

く
、
時
に
は
厳
し
く
育
て
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

お
陰
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

喜
び
と
共
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

ご
子
息
が
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
成
長
さ
れ
、
め
で
た
く
卒

業
を
迎
え
ら
れ
た
保
護
者
の
皆

様
の
今
日
ま
で
の
ご
労
苦
を
ね

ぎ
ら
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

重
ね
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ま
た
、
校
長
先
生
並
び
に
諸

先
生
方
に
対
し
ま
し
て
も
、
今

日
ま
で
の
三
年
間
、
温
か
く
見

守
り
ご
指
導
さ
れ
て
来
ら
れ
た

生
徒
の
卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
日
々

の
勉
学
は
も
と
よ
り
、
部
活
動

や
学
校
行
事
等
を
通
し
て
一
致

協
力
し
て
や
り
遂
げ
た
こ
と
や

そ
こ
で
育
ま
れ
た
友
情
は
、
高

校
生
活
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

卒
業
後
に
お
い
て
も
末
永
く
大

切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
間
も
な

く
大
半
の
方
が
五
島
を
後
に
都

会
へ
旅
立
た
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
さ
っ
そ
く
社
会
人
と
し

て
お
仕
事
に
就
か
れ
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
進
学
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
こ
れ
ま
で
は
親
元
か
ら
の

通
学
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ

ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
環
境
で

生
活
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
。 

 

ど
う
か
お
身
体
に
十
分
気
を

付
け
ら
れ
、
本
校
の
三
年
間
で

身
に
付
け
ら
れ
た
教
養
と
体
力

を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に

向
か
っ
て
日
々
前
進
し
て
く
だ

さ
い
。 

未
来
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ

皆
さ
ん
の
門
出
と
前
途
の
御
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
御
卒
業
に
寄
せ
る
お

祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 
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たくさん支えてくれてありがとう。
これからもよろしくね。長生きして
ほしいと思っています。   H.I 

３年間、毎日お弁当ありがとうござい
ました。美味しかったです。  M.I 

生まれてきてから 18 年間ずっと支え
てくれてありがとう    次は私が家族を
支えられるように頑張るね。 K.K 

ここまで育ててくれてありがとう。 
また迷惑をかけてしまうかもしれな
いけど、これからもよろしく。 H.T 

18 年間ありがとうございました。
４月からは、一人暮らしがスター
トするので、またこれからもよろ
しくお願いします。    A.T 

母さん色々と迷惑をかけてしまっ
て、ごめんなさい。これから親孝行
をしていきたいと思います。  H.T 

父さん、母さんへ 
私はお二人にいつも迷惑ばかりか
けてしまいました。本当にお世話に
なりました。                N.R 

友達のことを知って僕より泣い
ていた母に、あの時言えなかった
ありがとうをこの先の僕の人生
で伝えさせてください。 M.N 

今まで送り迎えや行事の参加を
してくれてありがとうございま
した。         R.N 

18 年間、育ててくれてありがと
う。これからも迷惑かけるけどよ
ろしくお願いします。  R.H 

進学でたくさん迷惑をかけたけど、
ずっと支えてきてくれてありがと
う。この恩はいつかお返しします。             

S.H 

18 年間育ててくれてありがとう。
福岡でも頑張ります。迷惑かける 
と思うけど、これからもよろしく。                        

A.M 

３年間高校生活を支えてくれてあ
りがとうございました。これから
は、恩返しをするために努力しま
す。                 Ｅ.Ｙ 

18 年間ありがとう。また、お母
さんも一人暮らしになるけど頑
張って。                M.Y 

１組 卒業生から保護者へ 

・卒業おめでとう。４月からは新しい環境で頑張って下さい。応

援しています。いつでも帰ってきてね。 

・卒業おめでとうございます。体調管理に気をつけて仕事頑張っ

てください。 

・卒業おめでとう！これからは自分の夢実現のために頑張って

ね！いつでも応援しています！ 

・変わらないでいることは、楽だし簡単なことかもしれない。「変

わる勇気」「とことんやる勇気」を持って楽しむために、楽をし

ないで、とことん全力でやっていこう‼ 

・卒業おめでとう。これからは一人暮らしで大変なこともあると

思うけど頑張って下さい。 

・卒業おめでとう。これからは自分の夢を叶える為に頑張ってく

ださい。応援してるからね。 

・あなたが生まれてから一緒に過ごした全てが、とても愛おしい

です。卒業おめでとう。 

・ご卒業おめでとうございます。３年間の学びを今後の社会生活

に生かして下さい。応援しています。 

・卒業おめでとう。３年間頑張ったね。専門学校に行っても、何

事も頑張ってほしいです。 

・卒業おめでとう‼小・中・高と野球一筋で頑張りました。友達

や先生方に感謝の気持ちを忘れないように‼ 

・卒業おめでとう。自分が選んだ道に後悔しないように、自分で

努力していって下さい。頑張れ‼ 

・高校生活楽しそうでホッとしました。うるさいほど沢山の話を

聞かせてもらいました。次は夢に GO！ 

・この卒業が当たり前じゃないこと、君が１番よく知っているよ

ね。よく乗り越えた！もう大丈夫‼前途洋洋。 

・１８年間一緒に過ごせて嬉しかったよ。親元を離れることにな

りますが、頑張ってね。 

１組 保護者から子どもたちへ 

２組 卒業生から保護者へ ２組 保護者から子どもたちへ 

18 年間、つらい時もあったけれど
近くで支え続けてくれたから今が
あります。本当にありがとう。                

M.I 

今までありがとうございました。こ
れからも自分の夢を叶えられるよう
頑張っていきます。     K.E 

今までわがままを聞いてくれてあり
がとう。これからもよろしくお願い
します。大好き。       I.Ｏ 

迷惑を沢山かけてしまい、ごめん。
そして、ありがとう。   R.K 

３年間、ありがとうございました。
これからも迷惑をかけますが、立
派な社会人になるように頑張りま
す。               Y.K 

高校３年間毎日、お弁当をつくって
くれてありがとうございました。こ
れからも頑張ります。     R.S 

今までたくさん迷惑をかけたけど、
ここまで育ててくれてありがとう。 
これからも元気でいてね。 M.N 

18 年間ありがとう。色々迷惑をか
けたけど、これからは、恩返しが
できるように頑張ります。  C.B 

たくさん迷惑をかけたけど、今ま
で支えてくれてありがとう。これ
からは福岡で頑張ります。 W.F 

遠いけど１番近くで支えてくれた
おかげで、ここまでくることが出
来ました。本当に感謝しています。              

Y.M 

今まで色々迷惑かけてきたけど、
次の進路に向けて頑張っていく 
ので、よろしくお願いします。                

Y.M 

今までありがとうございます。こ
れからもよろしくお願いします。 
仕事頑張りたいと思います。                

K.M 

お母様、お父様、 
今までたくさん迷惑をかけてしま
いました。これからは立派な大人 
を目指します。      F.M 

・３年間、本当に頑張ったね。あなたらなら大丈夫。これからも応

援しています。卒業おめでとう。 

・「一期一会」人との縁、出会いを大切にこれからもがんばれ‼信

頼は積み重ね、失望は一瞬。 

・卒業おめでとう‼これからもしっかりやっていってほしいと思い

ます。無理せず自分のペースでね。 

・卒業おめでとう。これから離れての生活です。健康に留意し、夢

に向かって頑張って下さい。 

・卒業できて良かったぁ～。おめでとう。学年関係なく沢山の友達

にも恵まれたね！働き出しても笑顔、あなたの長所、思いやりを

忘れずにね！ 

・ヒッキーのうたで力をもらうそこのあなた。 

・卒業おめでとう。今までの思い出を大切に。今からの出会い、経

験を楽しみに頑張って下さい。 

・卒業おめでとう。なりたい自分になれるように、これからも努力

して下さい。応援しています。頑張れ‼ 

・卒業おめでとう。これからもいろんな事があると思うけど、自分

を信じて笑顔で頑張っていこうね。 

・卒業までよくがんばった。ここでの経験は必ず将来のあなたの助

けとなります。あとは前進あるのみ     

・高校生活、一度も休まなかったね。誇りに思うよ。社会人になっ

ても身体に気をつけて頑張って。 

・夢に向かって一歩踏みだすことは決して楽しいことばかりではな

いけど、いつでも応援します。本当だよ。 

・卒業おめでとう！五島南で育んだ和を全ての生物に奏でてくれ！

Congratulations！ 

 

 

卒業特集～贈る言葉～ 
5７回生２７名が、いよいよ巣立ちの時を迎えます。３年間、泣いたり笑ったり、一歩一歩成長してきた生徒たち。 

子どもたちを時に厳しく、時に優しく育ててこられた保護者の皆様。 

卒業特集としてお互いへのメッセージを書いてもらいました。想いの詰まった「贈る言葉」を、どうぞご覧ください。 

 


